
(70cm)

（蛇口）

（ホース接続用）

(水栓用)

8. コンクリートブロック 4 個 タンク架台



施工の前に確認してください�

－ 2 －�

・施工可能なたてどい�

下図の角たてどいに接続する場合は、別売の角たてどい変換ゴムソケットが必要です。�

角
た
て
ど
い�

丸
た
て
ど
い�

メーカー名� 呼称� 断面形状�

メーカー名�

各社共通�

呼称� 断面形状� 備　　　考�

タキロン㈱�
takiron   

積水化学工業㈱�
SEKISUI

パナソニック電工㈱�
（松下電工㈱）�

電気化学工業㈱�
（東洋化学㈱）�

三菱樹脂㈱�

U60�

T30�

Y60�

MY60�

PC30�

S30�

K-35�

F-35�

�

V・60

U60� T30

Y60� MY60

PC30� S30

K-35� F-35

V・60

サイズ55

サイズ60

糸を一周巻いてその長さが約173mm 
であればサイズ55 です。�
糸を一周巻いてその長さが約190mm 
であればサイズ60 です。�

別売のゴムソケット使用時の施工について�

重要ポイント�

ゴムソケット使用時は、たてどい
の切断位置は、施工手順2の重要ポ
イントに記載されている基準線か
ら10ｃｍ以内で8ｃｍのたてどい
を切断してください。�

組　立　図� 完　成　図�

◆タンク主要寸法�
　　　　幅80cm×奥行き35cm×高さ42cm�
◆タンク容量�
　　　　80リットル�

上記以外の角たてどいに取り付ける場合は、集水継手を取り付ける部分を丸たてどい60に�
変更してください。丸たてどいに変更する部材が各メーカーで用意されています。�
必ず角たてどいと同じメーカーの商品を使用してください。�
（必要数量 ：丸たてどい60（50cm ）1本、丸たてどいに変更する部材　２個）�

《注意１》�



施工手順�

－ 3 －�

1.設置場所の準備�

2.集水継手の取り付け�

①� ②�

③� ④�

①� ②�

③� ④�

重要ポイント!!

注意�

たてどいを基準にタンク設置場所を決定し、
市販のブロックを横置きにして水平になるよ
うに設置します。（たてどいからタンクまで
の距離は70cm以内とします。）�

　コンクリートブロックは必ず横置きで設置
してください。�

　設置場所が土の場合は、コンクリートブロ
ックが水平になるように、土をふみ固めてく
ださい。�

　タンクが満水状態になると背面（建物側）
に膨らみますので、ブロックは建物から５cm
程度離して設置してください。�

たてどい�

①タンクをブロックに設置し、上面に当て木な
どを載せ、たてどいに基準線を記入します。�

②基準線から上側10cm以内で、切断長さ
が約3.5cmになるよう印をつけノコギリ
で切り落とします。�

・印を付けた部分にテープを一周貼ると、目安
になり切断作業が行い易くなります。�

③切断位置の下側にあるとい固定金具を外し、
たてどいをずらして集水継手を挿入します。�

④たてどいおよび固定金具を戻し、集水継手を
さげることで取り付けが完了です。�

集水継手を所定の位置より高く設置してもタンクへ導く水の量は同じです。必ず基準
線から10ｃｍ以内に取り付けてください。タンクが変形し破損する恐れがあります。�

集水継手とたてどいは接着しないでください。メンテナンスができなくなります。�



!

①水栓（蛇口）に黒色のパッキンが付いているこ
とを確認して、タンク本体に手で取り付けます。
なお、水栓は時計まわりに締め付け、ハンド
ルが水平となる位置で固定してください。締
め付けの目安としては、水栓のねじ部が見え
なくなってからおよそ１回転半程度で取り付

 工具を使って水栓を締め付けないでください。
破損いたします。黒いパッキンががはみ出る

②たてどいと接続する側にホース接続用キャッ

③ホースにホースバンドを通してからタンク本

体および集水継手に接続し、バンドで固定し

 タンクの設置位置がたてどいから近い場合、

ホースをそのまま接続するとたるみができ、

雨水が流れにくくなります。ホースをカッタ

ーナイフなどを使ってたるまない長さで切断し、

接続してください。なお、切断の際カッター

 たてどいのサイズによっては、集水継手が傾

くことがあります。その場合は、上流側のた

てどいと集水継手の間に、ホースの切れ端な

製造メーカー：


